


市民公開講座プログラム 
 
平成 20 年 3 月 9 日（日） 

静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」６階 交流ホール 

15：15 開場：入場開始  （アンケート用紙・資料配布） 

15：30 開会：大会長挨拶 

 遠藤英俊氏講演 
「認知症を防ぐ地域づくり」 

 奥山恵理子氏講演 
「認知症サポーター100 万人キャラバンについて」 

 質疑応答 

17：00 終了：退場 （アンケート回収） 

 



市民公開講座 「認知症サポーター養成講座」 

 

このたび勇美記念財団との共催でとり行われた「日本在宅医学会市民公開講

座 認知症サポーター養成講座」は約 140 名の一般市民の参加者を集めました。

今後予測される認知症患者の増大は、わが国の医療の問題のみならず、社会的

にも深刻な問題であります。そのため、認知症を特殊な疾患として排斥するの

ではなく、誰しも自分自身の問題として考え、地域の中で認知症を正しく理解

し、社会に受け入れることが必要です。今回お招きした講師は、これまで積極

的に認知症サポーター養成講座に取り組んできた奥山恵理子氏と国立長寿医療

センター遠藤英俊氏であり、今回の市民講座の主旨、目的を正確に理解してい

ただき、終了時のアンケート調査の結果も非常に好評でした。 

在宅医療は単に患者の居宅で行われる医療というだけでなく、私たち在宅医

学会会員は在宅医療そのものが地域の力を高める潜在的可能性を持っているこ

とを確信しております。在宅医療を実践する医師は community based medicine

を理解し、「患者は地域で生きる」ということを支援する立場でなければなり

ません。私たちはこのたび市民公開講座を共催させていただき、微力ではあり

ましたが、地域のための啓蒙活動が出来たことに心から感謝いたします。今後

も勇美記念財団と共に在宅医療を推進し、市民活動としての在宅医療を実践す

るために一歩一歩積み重ねてまいりたいと思います。 

勇美記念財団と関係者の方々のご理解ご協力と今大会が盛会に終えることが

出来たことに心から感謝申し上げます。 

第 10 回日本在宅医学会大会 

大会長 石垣泰則 
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